
令和年月日 火曜日 第号官 報
基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
九
日
を
基
準
日
と
定
め
、
同

日
午
後
五
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
そ

の
所
有
す
る
株
式
一
株
を
百
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
り

株
式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告

し
ま
す
。

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

東
京
都
世
田
谷
区
奥
沢
二
丁
目
八
番
二
号

ゴ
ー
ル
ド
ノ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金
井

結

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
九
日
を
基
準
日
と
定
め
、
同

日
〇
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
そ
の
所

有
す
る
株
式
一
株
を
一
〇
〇
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
り

株
式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告

し
ま
す
。

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

京
都
市
東
山
区
新
宮
川
町
通
松
原
下
る
西
御
門
町

四
六
九
番
地
一

株
式
会
社
森
田

代
表
取
締
役

谷
口
三
知
子

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
十
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

石
川
県
小
松
市
上
本
折
町
七
一
番
地

石
菱
機
器
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
山
加
津
美

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
八
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

名
古
屋
市
北
区
楠
味
鋺
四
丁
目
四
〇
五
番
地

株
式
会
社
ダ
ブ
ル
エ
イ
チ
オ
ー

代
表
取
締
役

渡
邊

毅

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
四
月
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

沖
縄
県
那
覇
市
久
茂
地
三
丁
目
二
一
番
一
号

株
式
会
社
ブ
レ
ー
ン
沖
縄

代
表
取
締
役

玉
城

宏
二

株
式
併
合
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
株
式
五
株
を
一
株
に
併
合
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
東
神
田
二
丁
目
六
番
二
号

Ｎ
Ｅ
東
京
株
式
会
社

代
表
取
締
役

胡

正
培

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
ア
ハ
マ

デ
ィ
・
マ
ロ
ラ
イ
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る

債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

沖
縄
県
中
頭
郡
西
原
町
字
千
原
一
六
六
番
地
一

Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｔ
Ｙ

Ｌ
Ｔ
Ｄ

日
本
に
お
け
る
代
表
者

ア
ハ
マ
デ
ィ
・
マ
ロ

ラ
イ

任
意
清
算
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
を
も
っ
て
解
散

し
、
社
会
保
険
労
務
士
法
第
二
十
五
条
の
二
十
五
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
総
社
員
の
同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の

方
法
に
従
い
清
算
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方

法
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
一
丁
目
一
一

九
長
堀
八

千
代
ビ
ル
五
Ｆ
五
Ｉ

未
来
社
会
保
険
労
務
士
法
人

代
表
社
員

織
田

達
也

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
四
十
億
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
四
月
十
日

掲
載
頁

二
〇
九
頁
（
号
外
第
八
十
一
号
）

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

ジ
ェ
イ
コ
ア
レ
ジ
５
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目

的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
五
億
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
九
月
五
日

掲
載
頁

六
十
頁
（
号
外
第
二
〇
一
号
）

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

ジ
ェ
イ
コ
ア
レ
ジ
２
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
特
定
目

的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

取
消
公
告

令
和
八
年
二
月
二
十
六
日
（
本
紙
第
一
六
五
四
号
）
掲

載
の
合
併
公
告
を
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
三
月
二
十
四
日

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
二
丁
目
一
二
番
八
号

（
甲
）
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ガ
ス
プ
ロ
ダ
ク

ツ
株
式
会
社代

表
取
締
役

坂
本

公
昭

岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
犬
渕
字
南
谷
地
七
二
番
地
一

（
乙
）
岩
手
液
酸
株
式
会
社

代
表
取
締
役

樋
口

貴
哉


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